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2024 年 12 月 18 日 

 公益社団法人日本技術士会中部本部 

静岡県支部 CPD 委員会 

2024 年度 第５回講演会 参加者アンケート集計結果 

アンケート集計条件 （講演会実施日：2024 年 12 月 7 日） 

講演会 参加者情報 

  

アンケート回収方法： Google フォームを活用した Web 経由による回収 

アンケート回収期間： 2024 年 12 月 8 日から 12 月 17 日（10 日間） 

アンケート回収件数： 21 名（重複回答を除く） 

アンケート回収率： 72 ％（講演会参加者 29 名） 
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講演会 参加者情報 
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講演会の内容について（参加者のコメントは別紙①参照） 

講演 1 「浜名湖の漁業・養殖業の概要とその研究について」 

 

講演２ 「土に棲む微生物の世界と食糧生産・気候変動」 
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Web 講演会について 

 

 

今後の講演会の希望 
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別紙①-1 講演 1「浜名湖の漁業・養殖業の概要とその研究について」 コメント（1２件） 

⚫ 子供の頃、弁天島でアサリを採ったことを思い出しました。湖の環境は変わっているのですね。 

⚫ 浜名湖の漁業・養殖産業の現状を理解できた。異分野の講演で、有意義であった。 

⚫ 食料自給率の低い日本にとって、とても重要な取り組みです。浜名湖の複雑な環境を理解することが出来まし

た。 

⚫ 採算の問題があるが、海の変化を調べることは重要だと感じた。 

⚫ 浜名湖の浄化は汽水域の範囲が広がることで解消されたのでしょうか。漁業、養殖のための環境づくりとどのように

関わるか興味があります。 

⚫ 温暖化に伴う浜名湖の影響が心配しています。 

⚫ 今後あさりの養殖が発展することを期待します。 

⚫ アサリが取れなくなっていることとその対策について話を聞け、参考になりました。石鯛にも、えさとしてアサリが必要で

あることを考えると、アサリを増やすことが難しいと感じました。 

⚫ アサリの増殖を期待したい 

⚫ 浜名湖は釣り、アサリ採りなどで身近な存在のため、浜名湖の漁業・環境状態に関心があった。水産試験場の方

のご講演内容は、アサリ不良状況とその原因追及の研究状況を知ることができて非常に有益でした。付属施設も

初めて知り、見学したく考えています。 

⚫ アサリ減少の要因特定に関する検証や複数の要因分析等について、興味深く受講できた。 

⚫ 地元の県内に住んでいながら、浜名湖の周辺で行われいる各種業について詳しくなかったので、とても良かったで

す。 
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別紙①-2 講演2 「土に棲む微生物の世界と食糧生産・気候変動」 コメント（1３件） 

⚫ 土壌学という分野があることを初めて知りました。農耕が地球環境に影響を与えているのですね。 

⚫ 目に見えない微生物の世界、今後ますます研究が進むことを期待する。 

⚫ 微生物の歴史･基本知識を習得することができました。目な見えない微生物が、私たちの生活を支えていることが

理解出来ました。 

⚫ 難しい課題だと感じた。 

⚫ 土壌学は建設関係者にとって無縁でした、しかし、表層、表土などが意味を改めて知る機会となりました。微生物

がコンクリートのひび割れに役立つことへの事業性に期待します。 

⚫ たいへん興味が湧く講演内容で素晴らしかった。 

⚫ 社会の役に立つ土壌微生物の活用が進むことを期待します。 

⚫ 話を聞くので精いっぱいで、あまり理解できませんでした。 

⚫ 土壌の重要性が良く分かりました。 

⚫ 興味深く聴講しました 

⚫ 土壌について改めて考える機会となった。 

⚫ 化学肥料３要素（窒素、リン酸、カリウム）の効果と影響について、興味深く受講した。特に窒素：N につい

て、一酸化窒素の放出に関する内容は、興味深かった。さらに、我が国の化学肥料使用から 140 年ほどしか経

過していないことや、土壌は場所毎に異なった特性を有していることなどから、評価・検証が容易でないこと。また、

有機栽培に関する品質や生産性に関する事柄についても、受講したい。 

⚫ 物質の循環を考える上で、昔の文明の始まりから終わりまでを注意深く読んでいくと、ヒントが得られることが理解を

進ませて、個別の物質循環のモデルを考察していくことが、より良い考察に繋がると思いました。 
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別紙② その他・全体コメント（８件） 

⚫ 土日祝の開催であれば、是非参加させて頂きたいです。 

⚫ 毎回有意義な公演を聞けて知識向上につながっています。講師の選定に苦慮していると思いますが、これからもよ

ろしくお願い致します。 

⚫ WEB 参加者からの質問が出るように工夫された方がよいと思います 

⚫ 南鳥島の深海に眠る希少金属。日本経済の今後。生産性向上のための IT など 

⚫ 気候変動とその対策について、話が聞きたい。（熱中症対策など） 

⚫ web 聴講を継続願います。 

⚫ 土日開催、WEB 同時開催を希望します。 

⚫ 事務局のみなさま、いつもありがとうございます。引き続き、お願いします。 

 

たくさんの貴重なご意見ご要望を寄せていただきました。 

本項で頂いた貴重なご意見、ご要望は今後の例会運営の参考とさせていただきます。 ご協力ありがとうございました。 

以上 


